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研究の概要： 

正常な肩関節機能を維持するために、適切な肩甲骨の位置及び運動が必要です。肩関節のリハビリテーション

において双方が重要であると考えられてきましたが、これまで静的な肩甲骨位置と上肢運動中の動的な肩甲骨

運動の関係性に着目した研究はありませんでした。本研究では、この関係性を検討するため、三次元動作解析

装置を使用して肩甲骨位置と運動を計測し、両変数間の相関関係を調べました。 

その結果、上肢挙上角度の増加に伴い両者の関係性は弱くなるものの、有意な相関関係が認められました。こ

のことは、安静時の肩甲骨位置と上肢挙上中の肩甲骨運動は互いに影響し合うことを意味しています。 

対象者：健常成人男性 34名 

計測課題：リラックスした姿勢における静的な肩甲骨位置、肩関節屈曲と外転運動中の動的な肩甲骨運動 

解析：三次元空間における肩甲骨の姿勢を内外旋、上方下方回旋、前後傾で表現 

結果：Spearmanの順位相関係数（* P < 0.05、** P < 0.01） 

 


